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2026 年度通常総会議案書 

 

 

２０２５年度 特定非営利活動に係る事業報告書（案） 

１ 事業の成果 

 

◆里山保全部門 

＊管理場所グループ 

毎月第一、第三日曜日午前中に定例活動を行い、以下のように里山とその周辺の保全に努めまし

た。 

・根戸城址  子供部門が主になって城址の管理を行いました。農教室カリキュラムとして落葉の     

堆肥化。落下した枯れ枝を拾い集積。集積した枝を結束し市の回収へ出しました。 

       一部の枝を薪としてそば祭りや餅つき大会の際に活用しました。遊具の管理、倒木

の処理、竹の切り倒し枝払い等。会場内管理は、落ち葉の掃除、道具、機器の管

理、屋根掃除、薪置場整理、日暮家生垣剪定等。また、城址南面に土留めを設置 

       しました。 

・ミカン山  カイガラムシの防除。剪定。除草。堆肥作り。施肥。全体の除草。防鳥ネット取付

けと取り外し。倒木処理。栗拾い。収穫したミカンはおみやげ、販売等で活用しま

した。中央部の枯れてしまった大木 2 本を無事に伐採することが出来ました。 

・ハス田   畦と水中の除草。施肥。切り花募金。農教室カリキュラムとして枯れ茎の刈り取り

除去をいたしました。 

・田んぼ   手取り雑草除去。ロータリー掛け。畦の除草。水の管理。ポンプの管理。 

・その他   第 2駐車場の草刈り・整備。トンネル下の管理。水神様周辺の下草刈り、船戸・花

和下圃場での菜の花施肥・ハクサイダニ除去後に菜の花移植等を行いました。 

 

＊個別活動グループ 

 １．里山農教室部会 

・ソバ祭り・餅つき大会は会員とその関係者のみの参加としました。 

・気候変動(大雨、猛暑、日照り)の影響が大きく、作物の生育にかなり影響が出たと感じました。 

 排水対策・日照り対策・熱中症対策が課題かと思いました。 

・日直リーダ制はうまく機能しており、３チーム制でチーム人数が増えたことで、当日作業の割 

当人員選出の苦労は昨年度より緩和されたと思います。チーム運営は各チームにお任せしてお 

りますが、暗渠清掃・馬糞切り返しは指導できることが条件に入ることと、力作業であり毎回          

同じ人が割り当てられてしまう傾向があります。 

２年次生以上（スタッフ）の作物担当制について、チーム毎に作物担当が居ることで、チーム 

で作物を育てているという親近感が醸成されたと感じました。特定の作物については、作物担 

当がかなりがんばってくれていて一部の人には負担が大きくなりすぎているように感じまし 

た。 

１年次生コースの試みは初心者にやさしく・丁寧に対応したことで、１年次生コース参加者か  

らはおおむね好評のようで半数程が次年度も継続と状況が改善されました。 

・ユーティリティチームがフルに機能しました。 

・冬越しのタマネギ・ニンニクの栽培も作物担当制がうまく機能し、定着してきました。 

・定時までにほとんどの作業を終えることができました。 
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・里山農教室の開講は平均月 3 回、年間３１回でした。 

・受講者は年度当初で大人部会１１９名、子ども部会２９家族でした。 

 

                 

２．農教室特別コース 

・2025年度は、退会 2名、新会員 7名の 19名で、特別コースを運営しました。 

・各自の圃場で、栽培計画にもとづく有機栽培を実践し、結果を栽培報告書にまとめました。ま

た、課題作物として里芋（土垂）を栽培しました。 

・’22年より開始した城址下協働圃場は、5年間の輪作計画に基づいた栽培を実施していましたが

会員数の増加に伴い個別圃場として４面を拡張し、残った１畝に大根を栽培しました。 

・'22年より開始した浅野第五圃場では大豆を、’24年より開始した浅野第六圃場では、ヤーコン、

じゃがいも→里芋（石川早生、海老芋、筍芋、土垂、八つ頭）、白ねぎ、大根、人参の中規模の有

機栽培を行い、良品をえびすにて販売しました。 

・’22年に開始した菌ちゃん畝での栽培は、協働圃場の拡大に伴い実施できませんでした。 

・年４回の定例会に加え、農教室の前後で適宜協働作業を実施し、作業時間は延べ 370hr人に上り

ました。 

・栽培した作物を用いて、芋煮会（山形風<10/26>、福島風<1/24>の２回）を行いました。 

・大豆栽培は 3年目で、200 ㎡に作付けし、6/7播種～6/30土寄せ・除草～12/6刈取り～天日干し

～12/13脱穀で、14.4kgfを収穫しました。 刈取り～脱穀が一大作業で、全協働作業 370hr人中

45％の 168hr人を費やしました。 2/1日には皆で手作り味噌を作り、市販大豆との味の違いに感

激しました。 

・6 月のバス見学会は、実施できませんでした。 

・11月そば祭りの「里芋品評会」では、優勝：熊田さん、準優勝：松元さん、三位：宮平さんでし

た。 ’25年は、少雨で里芋の出来栄えは総じて良くありませんでしたが、入賞者は、夏季の潅

水を始めとした適切な栽培管理で立派な里芋を栽培しました。 

・杉山 裕美子さんは４年間、浮田 敏丸さん、瀬上 照男さんは３年間、佐郷谷 尚子さんは２年間

の課程を修了し、「有機栽培指導者証」を授与されました。 

 

３．ハーブ部会  

３月８日（土） ハーブクリーム販売・圃場整備 

４月１２日（土） 圃場整備・定植・播種 

５月１日（木）・１０日（土）ハーブ畑 へちま棚作り・苗定植 

６月１４日（土） ラベンダー収穫・ラベンダースティック作り 

６月２１日（土）・２２日（日）市民講座 ラベンダースティック作り 

７月１２日（土） 圃場管理・藍 刈り取り 

８月１１日（月）・１４日（木） 染色（玉ねぎ皮・乾燥藍・レモングラス） 

９月１３日（土） 染色手ぬぐい販売・圃場管理 

１０月４日（土） ローゼル収穫 

１１月１５日（土） レモングラスしめ縄作り 

１２月６日（土） レモングラスしめ縄飾り販売・圃場管理 

１月１１日（日）ハーブクッキング（ソーセージ作り） 

２月７日（土） ハーブクリーム作り（湖北台公民館調理室） 

 

毎月 1 回の作業日（第 2 土曜日 13：00～）には、10 人前後のメンバーが集まり作業しました。 

藍の乾燥葉を使っての染色は色が鮮やかに変わるところが楽しかったです。レモングラスのしめ縄

も、上手に形作りできるようになりました。 

 

４．養蜂部会  

・定例会は毎月第 3 土曜日（午後 1 時～3 時）に 10 回開催しました。活動内容は①巣箱の掃除②ス

ズメバチトラップのセットと回収③スズメバチガ―ドの設置と撤去④採蜜・小分け作業⑤みつろう・
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みつろうハンドクリーム作り⑥巣箱周りの草刈り⑦巣箱の点検・補修などです。①のみが毎月の活動

です。2025 年の平均参加者は 22 名でした。 

・チームリーダーとチームを中心とした運営体制により、全員参加の活動に努めました。 

・2024 年から「みかん山」に待ち箱を置き、ミツバチの自然入巣を期待していますが 

 入巣はありませんでした。 

・会員に対し、ハチミツとみつろうハンドクリームを販売しました。 

・部員に対し、ハチミツとみつろうハンドクリームを現物支給しました。 

・在籍部員は 38 名で、ミツバチ越冬群は２群でした。（2026 年 3 月現在） 

 

５．そば勉強会部会 

・４月から３月まで毎月１回開催して、延べ１８８名が参加しました。 

毎回、そばを打ち担当、料理担当、会計担当、買い物・会場設営担当などに分かれて行動し、全て

が終了したらテーブルを囲んで、そばの試食と料理で楽しく会食をしました。 

 

６.健康長寿部会 

＜活動内容・反省点＞ 

・健康長寿部会は、野菜ソムリエの原さん（現在、御年８４歳）が立ち上げて下さった部会です。 

健康に良いとされる作物の栽培、効能の紹介とレシピの考案。そして、上手に栽培出来るよう 

試行錯誤を重ね、ゆくゆくは、農教室やトラスト会員の皆さんにも食べて頂けることを目標にして

います。 

・一昨年から、「ビーツ（食べる輸血といわれるほど栄養価の高い野菜）」を育て始めました。 

他にも、川瀬さんよりご紹介頂いた、「ケツメイシ(目に良いお茶)」や原さんの発案の「黒豆(高血

圧・動脈硬化予防)」を栽培しました。 

・昨年までは、小さな畑で多くは栽培出来ませんでしたが、それでも、春栽培のビーツは、上手に育

ってくれました。ところが、秋作は全滅しました。このことを踏まえて、メンバーの方から反省点

を教えて頂きました。ビーツは、連作できないことを知りました。 

・播種する前には、やはり初回のように牛糞堆肥を撒くなどの準備が必要だと思いました（初回は豊

作）。 

・昨年は、勝手に発芽し繁茂していた「ケツメイシ」の収穫を最後まで待ったために、他の作物が遅

れ、ビーツ以外は冬の寒さで全て全滅しました。やはり適切な栽培計画は大切だと痛感しました。 

 

7.竹教室 

・竹教室の入会はしばらく行っていませんでしたが、2025年度より募集を再開しました。 

・2025年度の新会員は 5名でした。これらに加えて、研究生として残っていた 2名、指導者 2名の 

 計 9名でスタートしました。 

・竹教室は月に 1回、第 4木曜日の午前に実施することを原則としています。しかし、それだけだと 

 進捗が遅く身につかないと言う意見もあり、新会員 5名は秋から第 2木曜日にも自主練習会を実施 

 しました。 

・活動場所は日暮会場をお借りして実施していましたが、冬場は寒く作業に支障をきたしたこともあ

り、我孫子市の根戸近隣センターを借りて作業を行いました。 

・新会員の課題は、竹ひご作りに始まり、四海波かご、六つ目かご、そばざるの制作であり、それぞ

れが制作に励みました。 

・竹細工の材料は、第 2駐車場横の竹藪から真竹を切り出して利用しました。 

・残念ながら、途中、研究生 1名が退会しました。 

 

 

◆遊休農地活用部門 

＊遊休農地対応グループ 

１．船戸圃場 
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１）ひまわり栽培（５月～８月） 

初めての品種「バレンタイン」を栽培しました。 

バレンタインは草丈 1.2～1.3ｍで、１つの株で複数の花が咲き、かつ開花期間も２週間以上と長い

ので、イベントに適した品種でした。栽培は、播種から開花・イベントまで順調に生育しました

が、草取りが大変でした。前年までの品種と比べて、株と葉が小さいので、株間・畝間に「日光」

がよく差すので、雑草の生育が早く、その除草に多くに時間を要しました。 

２）菜の花栽培（１０月～３月） 

１０月３０日に播種を行いましたが、播種器の調子が悪かったので、翌３１日再播種を行いまし

た。その後順調に出芽をして成育しましたが、今年の１月１０日に「ハクサイダニ」被害の株を発

見しました。 

「ハクサイダニ」対処のため、殺虫剤散布、被害株の除去、除去跡への移植等を行い、イベントが

開催出来るように活動しました。 

３）「ハクサイダニ」対策会議の開催 

①２０２６年２月５日：我孫子市農政課研修室（水の館３階） 

②参加者：我孫子市農政課、千葉県東葛飾農業事務所、手賀沼トラスト（３名） 

③主な内容 

・トラスト「船戸圃場」における「ハクサイダニ」対策（案）の説明 

・今年は乾燥状態が例年より著しい事で、「ハクサイダニ」が活発化している。 

・今年の１１月は寒かったので、菜の花の生育が遅くなり、「ハクサイダニ」被害が受けやすくなっ

た。 

・「プラウ耕」「土壌の太陽熱処理」は有効な方法ではないか。 

・菜の花の播種を早めに行い、「ハクサイダニ」が動き出す前に、大きくする事も対策の一つではな

いか。 

・殺虫剤の種類と使用方法の注意説明。 

などで、次年度対策の有効な話し合いが出来ました。 

 

２．花和下圃場 

・当圃場は、道路脇（東圃場）200㎡と西側の圃場（西圃場）450㎡の 2か所で、景観作物として 

ヒマワリと菜の花を栽培しました。肥料として馬糞堆肥及び発酵鶏糞の散布を行いました。 

１）ヒマワリ栽培（５月～８月） 

 ・東圃場は、管理機による耕耘を行い、肥料散布、播種を行った。少し欠株もあり、昨年と同じく

「アワダチソウグンバイ」も発生しましたが、成長が良く大きな花を咲かせることが出来ました 

 ・西圃場はトラクターによるロータリ耕耘を行い、肥料散布、播種を行った。雨水対策のため管理  

機による高畝をしましたが、雨水と鳥害等により全滅となり再播種（バレンタイン）を行いまし  

たが、成長も芳しくはなかったですが小さい花を付けてくれました。 

 ２）菜の花栽培（１０月～３月） 

  ・東圃場は、管理機による耕耘を行い、肥料散布、播種を行った。「ハクサイダニ」の発生が見ら

れ、ダニにより侵された菜の花を除去し、薬剤散布を行ったが 13畝の内４畝ほどが残り、茎の

高さも最大 45ｃｍほどでしたが綺麗に咲きました。 

・西圃場は、トラクターによる耕耘を行い、肥料散布、播種を行った。雨水対策として高畝にせ

ず沼側に排水溝を設けたが、雨がほとんど降らず効果は不明でした。西圃場も「ハクサイダニ」

に侵されていましたので薬剤散布を行いましたが、東圃場より被害が少なく、ほぼ全面が生育し

ており茎の高さも最大 45ｃｍほどで綺麗に咲きそうです。  

 

３．浅野圃場 

1）ひまわり栽培（５月～８月） 

・第２と第４圃場でひまわりを栽培しました。 

・第２圃場は前作のそばのこぼれ種が発芽し、まるでそば畑のようになったところをすき込み耕

耘した後、同日の午後に播種作業をしました。しかしそばの茎葉をすき込んだ直後に播種したた

め、土中に硫化水素やアンモニアなどのガスが発生したようで、発芽障害が起きました。仕方な
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く２週間後に再播種を行いました。天候や圃場の状態でタイミング良く作業が進められないこと

がよくあります。その後、再播種した分を中心に小さい株ながらも圃場一面にひまわりが咲き誇

りました。 

 ・第４圃場では試験的に３種類のひまわりを栽培しました。種取用の在来種と中心が赤くなる 

「ソーラーパワー種」、そして全体が赤くなる「クラレット種」です。クラレット種は種の性質

上早めに播種する必要があったためポットで育苗後、定植しました。 

 第４圃場は水はけも良く、日当たりもいいため、その後順調に生育し道行く人が足を止め写真

撮影などをする様子が見られました。 

２）菜の花栽培（９月～４月） 

 ・第２と第４圃場で菜の花を栽培しました。 

 ・第２圃場では従来の「京都伏見寒咲」を 10月下旬に播種し、2月初旬ごろから少しずつ咲き始

め、順調に生育しました。 

・菜の花の黄色と畝間に咲いたホトケノ座の紫色のコントラストが見事でした。 

・第４圃場では試験的に「京都伏見寒咲」の他、再挑戦の「紫花菜」と「アグロステンマ」の 

３種類を栽培しました。 

・「紫花菜」と「アグロステンマ」は種の性質上早めに播種する必要があったため、「京都伏見寒

咲」を含めて３種類とも第２圃場の播種よりも３週間早めに播種しています。このためこの圃

場の「京都伏見寒咲」は第２圃場に比べて年内に大きく育ち、年末からポツポツと咲き始め年

が明けて 3月初め頃まで満開状態が続いていました。 

・一方「アグロステンマ」は予想通りの生育ですが、「紫花菜」は期待に反して株数も三分の一ぐ

らいに減り、残りの小さな株からわずかに紫色の花を咲かせるに至りました。 

３）レンゲ栽培（９月～４月） 

 ・第５圃場でレンゲの栽培をしました。 

 ・レンゲの栽培は初めての試みで、圃場に播種と同時にレンゲ用の根粒菌を散布する必要がある

など知らないことがいろいろありました。 

しかし播種作業には少し手間が掛かりますが栽培は簡単で、散粒機で播種後、レーキで表面を撹

拌し、ローラーで鎮圧した後は春までほとんど何もしないですみました。 

３）蕎麦栽培（８月～１１月） 

 ・浅野第３圃場は、1500 ㎡で景観作物として蕎麦栽培を行いました。肥料として馬糞堆肥及び 

  発酵鶏糞の散布を行いました。 

 ・トラクターによるロータリ耕耘を行い播種後、２週間位後に倒伏防止の為、管理機による土寄せ 

  を行いました。一部生育が悪い箇所もあったが、その他は順調に育ち、蕎麦の白い花が綺麗に咲

きました。玄蕎麦の収量が 80㎏（製粉量 60㎏程、製粉率７６％程）と昨年に比べて、面積は

拡大したものの、猛暑や雨量の少なさ等が収量に影響したのではないかと思われます。 

  ・蕎麦の天日干しが雨模様の為、2週間程を要した為、蕎麦祭りぎりぎりでした。 

 

景観作物イベント 

１．ひまわりイベント 

・7月 24日(木)から 27日(日)の 4日間にて、「手賀沼クイズとスタンプラリーに挑戦」と言うイベン    

トを開催しました。 

・酷暑のため、農政課とも調整し 4日間とも午前中のみとし 4日間の来場者数は、111 名でした。 

・昨年までとはひまわりの品種が異なりましたが、来場者からは「優しい色合い」、「涼し気」、「可愛 

 らしい」と言う声が聞かれました。 

 

２．菜の花イベント 

・3月 19日(木)から 22日(日)の 4日間にて、「菜の花散歩道散策となぞなぞ」と言うイベントを開催 

 しました。 

・2日目の 20日(金・春分の日)ですが、雨が降ったり止んだりの天気でありましたので、午後のみの 

 開催としました。4日間の来場者数は、384名(前年 421 名)でした。 
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・3日目の 21日(土)には、オーストラリアからの観光客 4名がレンタサイクルで通りがかり、菜の花 

 散策を楽しまれていました。 

 

４．宮前沼/宮前田圃 

1)田んぼ総面積 10,000㎡(10 反)を使って本年も農薬を使用せず除草剤のみを使用した減農薬方針で 

 「粒すけ」銘柄の米を栽培し合計 153袋=4,590kgを収穫しました。 

2)この収量は前年実績(145袋)と比較すると 6％の増収でした。 

地主の日暮家に 20袋、農教室に 10袋、寄付と分配で 110袋使用し、農教室会員には 13袋を販売し 

て 21万円をトラストの収入とすることが出来ました。 

 

５．遊農チーム（GMT65） 

・農機を扱うことのできる人員が増えました。 

・登録人数は 60人超で、たくさんの方が作業に参加してくれました。トラスト会員以外の人も参加し

てくれています。 

・米をいつものように現物支給できました。 

 

◆子ども部門 

＊子どもグループ 

・根戸城址の枯竹の整理、落下した枯れ木を拾い集積し、無煙炭化器で燃やして炭を作りまし

た。 

・こども畑、こども田んぼで、米、ジャガイモ、スイカ、ニンジン、ひょうたん、藍、しいた

け、マコモダケ、こんにゃく、へちまを育てました。 

・収穫したこんにゃくで、こんにゃく作りをしました。 

・作物担当を実施し、活動がスムーズにできました。 

・イベントは、田植え、かかし作り、稲刈りついて企画・運営を行いました。 

・農教室の修了式では、トラスト生き物マップの発表をしました。 

 

＊新規就農者支援グループ 

・新規就農希望者があらわれませんでした。 

 

◆事務局部門 

＊交流事業グループ 

当グループは会員相互、並びに一般市民との交流を図る目的で各種イベントを開催するとともに情報

交換・情報の共有化を図る活動を展開しました。 

・5 月の田植えには一般の会員(55 名)や子供部会の家族（39 名）、外部参加者(54 名)など、大勢の参加

者が集まり総勢 148 名の賑わいを見せました。 

・8 月には農教室生や子供部会、外部参加者の作成したかかしに彩られた「かかし祭り」が行われ、外

部参加者７家族が９体、子ども部会は６ 体、大人部会は９体作りました。 

・9 月の稲刈りでは、子どもから大人まで総勢 148名(大人部会 85 名 子供部会 36 名 外部参加者 27

名)の参加者が集まり、重労働にもかかわらず、素晴らしいチームワークで作業をこなしていました。 

・11 月のそば祭りは、今年も午前・午後の 2 部制で行い、子供部会 34 名、大人部会 100 名の合計

134 名の参加がありました。ソバの試食会場を根戸城址としたため、日暮会場も時間通りにそば打ち

を進めることができました。昨年に引き続き参加費 500 円を改めて徴収することとしました。 

・12 月の餅つき大会も、2 部制にして 1 部を子供部会(42 名)、2 部を大人部会(108 名)に分けました。

子供部会は昨年に続き、根戸城址にて試食をしました。合計で 150 名の参加者となりました。そば祭

り同様、会費として 500 円を徴収しました。 
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・2 月にはトラストサロンとして、当会の子ども部会会員である吉田雅俊さん（理学療法士）に「痛め

ないカラダ作りのコツ」と題する講演をしてもらいました。30 名の参加者がトラスト活動での体の

使い方などについて学びました。 

 

＊事務局グループ 

・会議運営・記録、会報発行、ＨＰの運営、名簿管理、会計業務（年度予算、月次決算、現金出納業

務等）、機械管理等の基礎業務をこなしました。 

・新ＨＰ担当者の努力で、ＨＰ、メーリングリストが有効に機能しました。 

・ＦＢも担当者が農教室の記録を配信してくれました。 

・会計担当者、会計実務者の力で会計実務がスムーズかつ適切に行われました。 

・法人クレジットカードを発行し、現金精算業務の効率化に取り組みました。 

・トラクターに装着している耕耘用アタッチメントの横幅が普通運転免許では運転出来ないことが判

明したため、普通免許で公道運転が可能なサイズのアタッチメントを購入しました。合わせて、公

道運転時の事故を考慮して JAの任意保険に加入をしました。フレイルモアについては、大型特殊 

 運転免許が必要となるため、堀内理事に千葉県農業大学校主催の農業者向け大型特殊免許講習に参

加して頂き、大型特殊運転免許を取得して頂きました。 

・会員の原様から、今後の農業機械更新のために 200万円の寄付を頂きました。また、子ども部会の 

 山本様からの紹介で情報労連「愛の募金」に応募し 10 万円の助成金を頂きました。 

・市農政課との緊密な連絡、交流をおこないました。 

 

◆総括報告 

・年度末（2025年 3月末）の正会員数は 199名（前年度 194名）、賛助会員 4名、顧問 2名、協力会員

（地権者）14名、協力会員（我孫子市民）72名、あわせて 291名（前年度 285名）の会員となりまし

た。メルマガ会員は 200名（前年度 200名）で変動はありません。 

 

2. 事業の実施に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 事業の実施に関する事項

事 業 内 容 実施日時 実施場所 従業者の人数
受益対象者の範囲
及び人数

根戸城址（定例活動）
 ・根戸城址通り清掃 根戸城址通り
 ・樹林地管理など 根戸城址
花ハス池 定例活動日、随時 ハス田 2名 会員（20名）
ミカン山 定例活動日、随時 ミカン山 2名 会員（20名）
冬水田圃 4月～10月 根戸新田 14名 会員・一般（60名）
ソバ栽培 8月～11月 根戸新田 14名 会員（60名）
養蜂部会 毎月第３土曜日 根戸新田 2名 会員（37名）
里山農教室 毎月３回程度　土曜日 根戸新田 19名 会員（150名）
特別コース 毎月第４土曜日 根戸新田 2名 会員（13名）
ソバ勉強会部会 9月～11月 けやき調理室 2名 会員（27名）
竹教室部会 毎月第４木曜日 根戸新田 2名 会員（８名）
ハーブ部会 毎月第２土曜日 根戸新田 2名 会員（21名）
健康長寿部会 毎月第１土曜日 根戸新田 2名 会員（8名）

ひまわり栽培 4月～7月
船戸圃場
花和下圃場
浅野圃場

3名
会員(100名)
一般（111名）

菜の花栽培 10月～3月
船戸圃場
花和下圃場
浅野圃場

3名
会員(60名)
一般（384名）

水稲栽培 3月～9月
宮前田圃
宮前沼田圃

2名 会員(60名)

新規就農者支援グループ 新規就農者支援 4月～3月 根戸新田 2名 会員・一般（0名）

子
ど
も
部
門

子どもグループ 子ども部会 毎月３回程度　土曜日 根戸新田 2名 会員（31名）

田植え 5月11日 根戸新田 14名 会員（94名）・一般（54名）
かかし作り 6月14日、7月19日 日暮会場 10名 会員（112名）・一般（23名）
かかし祭り（コンテスト） 8月16日 根戸新田 15名 会員（90名）・一般（5名）
稲刈り 9月8日 根戸新田 30名 会員（115名）・一般（27名）
トラストサロン 2月22日 けやきプラザ 5名 会員（30名）
安全管理委員会 4月27日 けやきプラザ 2名 理事（10名）
定例理事会（10回開催） 毎月、最終日曜日 けやきプラザ 2名 理事（10名）
通常総会 6月8日 けやきプラザ 10名 会員（156名）
会報編集・校正・発送 毎月1日発行 会員自宅ほか 3名 会員・一般（200名）
ホームページ運用・管理 通年 会員自宅ほか 3名 会員・不特定多数
フェイスブック運用・管理 通年 会員自宅ほか 2名 会員・不特定多数

事 業 名

4名

 交流グループ

遊
休
農
地
活
用
部
門

遊休農地対応グループ

里
山
保
全
部
門

 個別活動グループ

会員（40名）毎月第1、3日曜日

 管理場所グループ

 事務局グループ

事
務
局
部
門


